
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスクであって、前記
主信号の記録領域に、
オーディオデータを含むオーディオパックと、
前記オーディオデータ 文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データを
含み

文字表示パックと、
前記オーディオパックと文字表示パックを管理する情報を含む管理パックとを有 、オ
ーディオタイトルセット（ＡＴＳ）が記録され、ビデオデータを含むビデオパックと前記
ビデオデータを制御するデータとが記録されていないディスクを再生するディスク再生方
法であって、
前記ディスクから少なくともオーディオパックと、文字表示パックと管理パックを再生す
る再生 と、
前記再生 により再生された文字表示パックから前記オーディオデータに関する文
字情報をデコードする第１のデコード と、
前記再生 により再生された文字表示パックから表示時間制御データ

をデコードする第２のデコード と、
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に関する
前記文字情報がネームスペースエリアまたはフリースペースを有する各々の情報エリ

ア（文字「１」、「２」）の中に言語毎に配置され、その言語コード情報がジェネラル情
報エリアに配置される

する

ステップ
ステップ

のステップ
ステップ 、及び言語コ

ード情報 のステップ
前記再生ステップにより再生されたオーディオパックからオーディオデータをデコードし



前記第１のデコード によりデコードされた文字情報を前記第２のデコード
によりデコードされた表示時間制御データ に基づいて表示す

る 、
ディスク再生 。

【請求項２】
補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスク 前記主信号の
記録領域に、
オーディオデータを含むオーディオパックと、
前記オーディオデータ 文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データを
含み

文字表示パックと、
前記オーディオパックと文字表示パックを管理する情報を含む管理パックとを有 、オ
ーディオタイトルセット（ＡＴＳ） 記録 、ビデオデータを含むビデオパックと前記ビ
デオデータを制御するデータと 記録 、

オーディオ信号の記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ信号の曲名などを示す文字情報を記録したディスクからそれらの記
録した情報を表示するために用いられるディスク再生方法及びオーディオ信号の記録再生
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、音楽ソースのオーディオ信号の曲名などの文字情報を記録した媒体としてはＣＤ（
コンパクト・ディスク）が知られている。従来のＣＤでは、文字情報を記録する場合、Ｐ
、Ｑ、Ｒ、Ｗ、Ｓ、Ｔ、Ｕ、Ｖ、Ｗの８ビットのサブコードの内、ＲからＷまでの６ビッ
トのチャネルを利用して記録している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＣＤでは音楽ソースの内容を示す文字情報がディスク上に散在して配置さ
れて記録されているので、再生中の音楽ソースに追従して且つ瞬時に変化させながら表示
することが困難であり、したがって、再生中の音楽ソース（Ａ）に対して文字（Ｖ）をＡ
－Ｖ効果的に表示することができないという問題点がある。
【０００４】
ところで、ＤＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）－ビデオディスクでは、映画な
どの動画の字幕スーパーなどを記録する場合には連続的に配置して記録することが行われ
る。しかしながら、ＤＶＤに対して音楽ソースなどのオーディオデータを主として記録す
るＤＶＤオーディオディスクを考えると、この方法ではオーディオデータの割り当てが減
少するという問題点がある。
【０００５】
本発明は上記の問題点に鑑み、音楽ソースなどのオーディオデータや、その内容を示す文
字情報を記録したディスクからそれらの記録した情報を表示することができるディスク再
生方法及びオーディオ信号の記録再生方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本願発明は、上記目的を達成するために以下の手段よりなる。
すなわち、
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て出力するオーディオ出力のステップと、
のステップ のス

テップ 、及び言語コード情報
ステップと

からなる 方法

の

に関する
前記文字情報がネームスペースエリアまたはフリースペースを有する各々の情報エリ

ア（文字「１」、「２」）の中に言語毎に配置され、その言語コード情報がジェネラル情
報エリアに配置される

する
を し

を しないステップと
請求項１に記載の再生方法で再生するステップと、
からなる



【０００７】
（１）補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスクであって
、前記主信号の記録領域に、オーディオデータを含むオーディオパックと、前記オーディ
オデータ 文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データを含み

文字表示パックと、前記オーディオパックと文字表示パックを管理する情報を含
む管理パックとを有 、オーディオタイトルセット（ＡＴＳ）が記録され、ビデオデー
タを含むビデオパックと前記ビデオデータを制御するデータとが記録されていないディス
クを再生するディスク再生方法であって、
前記ディスクから少なくともオーディオパックと、文字表示パックと管理パックを再生す
る再生 と、前記再生 により再生された文字表示パックから前記オーディ
オデータに関する文字情報をデコードする第１のデコード と、前記再生

により再生された文字表示パックから表示時間制御データ をデコ
ードする第２のデコード と、
前記再生ステップにより再生されたオーディオパックからオーディオデータをデコードし
て出力するオーディオ出力のステップと、前記第１のデコードのステップによりデコード
された文字情報を前記第２のデコードのステップによりデコードされた表示時間制御デー
タ、及び言語コード情報に基づいて表示するステップと、 ディスク再生 。
（２）補助信号の記録領域と主信号の記録領域とが連続して配置されたディスク 前記主
信号の記録領域に、オーディオデータを含むオーディオパックと、前記オーディオデータ

文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データを含み

文字表示パックと、前記オーディオパックと文字表示パックを管理する情報を含む管理パ
ックとを有 、オーディオタイトルセット（ＡＴＳ） 記録 、ビデオデータを含むビ
デオパックと前記ビデオデータを制御するデータと 記録 、

オーディオ信号の記録再生方法。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図１～図１７を参照して本発明の第１の実施の形態を説明する。図１は本発明に適
用されるオーディオ信号のエンコード装置の一実施形態を示すブロック図、図２は図１の
信号処理回路を詳細に示すブロック図である。
【０００９】
次に、図１を参照してエンコーダの構成を詳細に説明する。入力端子ＩＮにはアナログオ
ーディオ信号が入力され、この入力信号はＡ／Ｄコンバータ３１により十分高いサンプリ
ング周波数（サンプリング周期Δｔ）、例えば１９２ｋＨｚでサンプリングされて、例え
ば２４ビットの高分解能のＰＣＭ信号に変換され、高分解能の曲線αに対応するデータ列
ｘｂ１，ｘ１　，ｘａ１，ｘ２，ｘｂ２，ｘ３，ｘａ２，・・・，ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，
ｘａｉ，ｘ２ｉ，・・・
に変換される。
【００１０】
このデータ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）は図２に詳しく示す信号処理回路
３２及びメモリ３３によりエンコードされ、次いでＤＶＤ符号化回路３４によりＤＶＤオ
ーディオフォーマットでパッキングされる。このパッキングデータは出力端子ＯＵＴ１に
出力されるか、又は媒体に応じた変調方式で変調回路３５により変調されて出力端子ＯＵ
Ｔ２に出力される。
【００１１】
図２を参照して信号処理回路３２の構成を詳しく説明する。まず、１／２の帯域を通過さ
せるローパスフィルタ３６、例えばＦＩＲフィルタにより、高分解能の曲線αに対応する
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に関する 前記文字
情報がネームスペースエリアまたはフリースペースを有する各々の情報エリア（文字「１
」、「２」）の中に言語毎に配置され、その言語コード情報がジェネラル情報エリアに配
置される

する

ステップ ステップ
のステップ ステッ

プ 、及び言語コード情報
のステップ

からなる 方法
の

に関する 前記文字情報がネ
ームスペースエリアまたはフリースペースを有する各々の情報エリア（文字「１」、「２
」）の中に言語毎に配置され、その言語コード情報がジェネラル情報エリアに配置される

する を し
を しないステップと 請求項１に

記載の再生方法で再生するステップと、からなる



データ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）から、帯域制限された低分解能の曲線
βに対応するデータ列
ｘｃ１，＊，＊，＊，ｘｃ２，＊，＊，＊，ｘｃ３，＊，＊，＊，・・・，ｘｃｉ，＊，
＊，＊，・・・
を得、次にこのデータ列の内、データ「＊」を間引き回路３７により間引くことによりデ
ータ列
ｘｃ１，ｘｃ２，ｘｃ３，・・・，ｘｃｉ，・・・
を生成する。ここで、データ列ｘｃｉはＡ／Ｄコンバータ３１によりＡ／Ｄ変換されたデ
ジタルデータの帯域制限してサンプリング周波数を１／４に低減したデータ列となってい
る。また、データ列（ｘｂｉ，ｘ２ｉ－１，ｘａｉ，ｘ２ｉ）の内、データｘｉ　を間引
き回路３８により間引くことによりデータ列
ｘｂ１，ｘａ１，ｘｂ２，ｘａ２，・・・，ｘｂｉ，ｘａｉ，・・・
を生成する。
【００１２】
そして、これらのデータ列ｘｃｉ、ｘｂｉ、ｘａｉに基づいて、差分計算器として作用す
る加算器３９により差分
ｘｂｉ－ｘｃｉ＝Δ１ｉ
ｘａｉ－ｘｃｉ＝Δ２ｉ
を演算する。ここで、差分データΔ１ｉ、Δ２ｉは、例えば２４ビット又はそれ以下であ
り、また、ビット数は固定でも可変でもよい。アロケーション回路４０はデータ列ｘｃｉ
及び差分データΔ１ｉ、Δ２ｉをユーザデータ（図５参照）にパッキングし（１パケット
＝２０３４バイト）、そのユーザデータをＤＶＤ符号化回路３４に出力する。
【００１３】
ＤＶＤ符号化回路３４はまた、メインの楽曲ソースの他に、楽曲ソースの内容を示す文字
情報及びその表示時間をＤＶＤ－オーディオディスクに記録するために、図３（ｂ）以下
に示すようなフォーマットで記録情報をパッキングする。
【００１４】
図３はＤＶＤ－ビデオのフォーマットと、本発明に適用されるディスクの一実施形態とし
てＤＶＤ－オーディオのフォーマットを示す説明図、図４は図３のオーディオコンテンツ
ブロックユニット（ＡＣＢＵ）のフォーマットを示す説明図、図５は図４のオーディオパ
ックとビデオパックのフォーマットを詳しく示す説明図、図６は図４のオーディオコント
ロール（Ａ－ＣＯＮＴ）パックのフォーマットを詳しく示す説明図、図７は図６のオーデ
ィオキャラクタディスプレイ（ＡＣＤ）エリアのフォーマットを詳しく示す説明図、図８
は図７のネームスペース情報により表示される例を示す説明図、図９は図６のオーディオ
サーチデータ（ＡＳＤ）エリアのフォーマットを詳しく示す説明図、図１０は図４のオー
ディオコンテンツブロックユニットの変形例を示す説明図である。
【００１５】
また、図１１は本発明に適用されるディスク再生装置の一実施形態としてＤＶＤ再生装置
を示すブロック図、図１２は図１１のＤＶＤ再生装置を機能的に示すブロック図、図１３
及び図１４はＡ－Ｖ同期再生処理を説明するためのフローチャート、図１５は図１１及び
図１２の文字表示回路を詳細に示すブロック図、図１６は図１３のＤＶＤ再生装置の変形
例を示すブロック図、図１７は図１３のＤＶＤ再生装置の他の変形例を示すブロック図で
ある。
【００１６】
図３（ａ）、（ｂ）はそれぞれＤＶＤ－ビデオ、ＤＶＤ－オーディオの各フォーマットを
示し、ＤＶＤ－オーディオのフォーマットはエリアの名称が異なるがＤＶＤ－ビデオと互
換性を有する。まず、大別してＤＶＤ－ビデオのフォーマットは先頭のビデオマネージャ
（ＶＭＧ）と、それに続く複数のビデオタイトルセット（ＶＴＳ）の各エリアにより構成
され、他方、ＤＶＤ－オーディオのフォーマットはこれに対応してオーディオマネージャ
（ＡＭＧ）と、ＡＭＧに続く複数のオーディオタイトルセット（ＡＴＳ）の各エリアによ
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り構成されている。
【００１７】
ＶＴＳの各々は先頭のＶＴＳインフォメーション（ＶＴＳＩ）と、それに続く１以上のビ
デオコンテンツブロックセット（ＶＣＢＳ）と最後のＶＴＳＩにより構成され、他方、Ａ
ＴＳの各々はこれに対応して先頭のＡＴＳインフォメーション（ＡＴＳＩ）と、それに続
く１以上のオーディオコンテンツブロックセット（ＡＣＢＳ）と最後のＡＴＳＩにより構
成されている。ＡＴＳＩには、ＡＣＢＳ内の各曲の演奏時間が実時間でセットされる。
【００１８】
ＶＣＢＳの各々は複数のＶＣＢにより構成され、他方、ＡＣＢＳの各々は複数のＡＣＢに
より構成されている。ＶＣＢの各々はビデオの１タイトル（Ｔｉｔｌｅ）分であり、ＡＣ
Ｂの各々はこれに対応してオーディオの１アルバム（Ａｌｂｕｍ）分である。ＶＣＢの各
々（１タイトル）は複数のチャプタ（Ｃｈａｐｔｅｒ）により構成され、他方、ＡＣＢの
各々（１アルバム）はこれに対応して複数のトラック（Ｔｒａｃｋ）により構成されてい
る。チャプタはパートオブタイトル（ＰＴＴ）を含み、トラックはパートオブアルバム（
ＰＴＡ）を含む。
【００１９】
チャプタの各々は複数のセル（ＣＥＬＬ）により構成され、他方、トラックの各々はこれ
に対応して複数のインデックス（Ｉｎｄｅｘ）により構成されている。セルの各々は複数
のＶＣＢユニット（ＶＣＢＵ）により構成され、他方、インデックスの各々はこれに対応
して複数のＡＣＢユニット（ＡＣＢＵ）により構成されている。ＶＣＢユニットとＡＣＢ
ユニットの各々は、複数のパックにより構成され、１パックは２０４８バイトで構成され
ている。
【００２０】
ＶＣＢユニットの各々は、先頭のコントロールパック（以下、ＣＯＮＴパック）と、それ
に続く複数のビデオ（Ｖ）パック、オーディオ（Ａ）パック及びサブピクチャ（ＳＰ）パ
ックにより構成され、他方、ＡＣＢユニットの各々は、これに対応して先頭のオーディオ
コントロールパック（以下、Ａ－ＣＯＮＴパック）と、それに続く複数のＡパックとＶパ
ックにより構成されている。
【００２１】
ＣＯＮＴパックには後続のＶパックを制御する情報が配置され、Ａ－ＣＯＮＴパックには
ＣＤのＴＯＣ情報のように後続のＡパックのオーディオ信号を管理するための情報が配置
される。Ａパックにはオーディオデータが配置され、Ｖパックにはビデオデータの他、オ
ーディオデータ以外の、例えばクローズドキャプション（ＣＣ）データが配置される。
【００２２】
次に、オーディオストリームが記録されるＡパックとその制御パックについて説明する。
図４に示すようにＶＣＢユニットは０．４～１．０秒分の任意の数のパックにより構成さ
れ、他方、ＡＣＢユニットは０．５～１．０秒分の任意の数のパックにより構成されてい
る。また、ＤＶＤ－オーディオのＡＣＢユニットにおけるＡ－ＣＯＮＴパックは、ＤＶＤ
－ビデオのＶＣＢユニットにおける第３パックに配置される。
【００２３】
Ａ－ＣＯＮＴパックは基本的にオーディオ時間の０．５秒単位に配置され、インデックス
の切れ目では０．５～１．０秒の範囲で完結するように配置される。また、オーディオの
時間（ＧＯＦ：Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ａｕｄｉｏ　Ｆｒａｍｅ単位）はＡ－ＣＯＮＴパック
により示され、そのデータ位置はオーディオフレームナンバと、ファーストアクセスユニ
ットポインタとフレームヘッダの数により決まる。また、Ａ－ＣＯＮＴパック直前のＡパ
ックは、オーディオ時間の０．５秒単位でパディングすることを強制しない。
【００２４】
隣接するＡパックは、オーディオ信号がお互いに関連するように配置され、例えばステレ
オの場合にはＬチャネルパックとＲチャネルパックが隣接して配置され、また、５／６／
８チャネルのマルチチャネルの場合にも同様に隣接して配置される。Ｖパックはオーディ
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オ信号の再生時に映像を表示する場合にそのＡパックに隣接して配置される。
【００２５】
ＡパックとＶパックは、図５に示すように２０３４バイトのユーザデータ（Ａデータ、Ｖ
データ）に対して４バイトのパックスタート情報と、６バイトのＳＣＲ（Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｃｌｏｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ：システム時刻基準参照値）情報と、３バイトのＭｕｘ
　ｒａｔｅ情報と１バイトのスタッフィングの合計１４バイトのパックヘッダが付加され
て構成されている（１パック＝合計２０４８バイト）。この場合、タイムスタンプである
ＳＣＲ情報を、ＡＣＢユニット内の先頭パックでは「１」として同一アルバム内で連続と
することにより同一アルバム内のＡパックの時間を管理することができる。
【００２６】
これに対し、Ａ－ＣＯＮＴパックは図６に示すように、１４バイトのパックヘッダと、２
４バイトのシステムヘッダと、１００３バイトのＡＣＤ（オーディオキャラクタディスプ
レイ）パケットと、１００７バイトのＡＳＤ（オーディオサーチデータ）パケットにより
構成されている。また、ＡＣＤパケットは６バイトのパケットヘッダと、１バイトのサブ
ストリームＩＤと、図７に詳しく示すような６７６バイトのＡＣＤ（オーディオキャラク
タディスプレイ）情報と、３２０バイトのオーディオ再生制御情報により構成されされて
いる。ＡＳＤパケットは同じく６バイトのパケットヘッダ及び１バイトのサブストリーム
ＩＤと、図９に詳しく示すような１０００バイトのＡＳＤ（オーディオサーチデータ）に
より構成されている。
【００２７】
ここで、図７（Ａ）及び図９（Ａ）は第１の例を示し、図７（Ｂ）及び図９（Ｂ）は第２
の例を示している。第１の例における６７６バイトのＡＣＤ情報エリアは、図７（Ａ）に
詳しく示すように４８バイトのジェネラル情報エリアと、各々２９４バイトの文字「１」
、「２」の情報エリアと、１６バイトの表示制御データエリアと２４バイトの保留エリア
により構成されている。文字「１」、「２」の各情報エリアは９３バイトのネームスペー
スエリアと、各々９３バイトの２つのフリースペースエリアと１５バイトのデータポイン
タエリアにより構成されている。ネームスペースエリアには、例えば図８に示すような楽
曲名を表示するために３１バイトの１／４角のヘッダ用文字データと、６２バイトの全角
、半角の本文用文字データが配置される。１６バイトの表示時間データエリアには、文字
の表示開始時間と終了時間としてＡパックのアドレス（タイミング時間）が共に８バイト
で配置される。
【００２８】
４８バイトのジェネラル情報は、例えば１６バイトのサービスレベル情報と、１２バイト
の言語コード情報と、６バイトの文字セットコード情報と、６バイトの表示アイテム情報
と、２バイトの「前のＡＣＤ情報との相違」情報と、６バイトの保留情報により構成され
る。１６バイトのサービスレベル情報は、表示サイズ、表示の種類、オーディオ／ビデオ
／ＳＰの区別、ストリームなどを示し、また、文字はマンダトリー、ビットマップはオプ
ションである。１２バイトの言語セットコード情報はビデオファイルと同様に文字「１」
「２」の言語をそれぞれ２バイトで示し、１ファイル中最大８言語分を示す。英語はマン
ダトリーである。
【００２９】
６バイトの文字セットコード情報は、言語コードに対応した文字コードを最大１５個持つ
ことが可能であり、文字「１」「２」の言語の有無と種類を１バイトで示す。コード例を
以下に示す。
１．ＩＳＯ６４６
２．ＩＳＯ８８５９－１
３．ＭＳ－ＪＩＳ
６バイトの表示アイテム情報は、図７に示すフリースペース「１」「２」、データポイン
タの有無、ＩＤを示す。ネームスペースはマンダトリーであり、アルバムネーム、ミュー
ジックネーム、アーティストネームは必ず記述する。
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【００３０】
図６に示す２９４バイトのオーディオ再生制御情報エリアの内容は任意であり、例えば各
々２５バイトの１０種類分のオーディオ再生制御情報エリア（２５０バイト）と４４バイ
トの保留エリアにより構成される。１種類分のオーディオ再生制御情報エリアには２０バ
イトのグラフィックイコライザ情報と、３バイトのレベルバランス情報と２バイトの残響
付加情報が配置され、この情報はユーザにより選択されてオーディオ信号の音質が制御さ
れる。これらのオーディオ再生制御情報は、Ａパックに配置されている楽曲をユーザが再
生する場合に、例えばその楽曲のジャンル（クラシック、ジャズ、ロック、ＢＧＭ）に応
じて、また、同一ジャンルであってもその楽曲の演奏状態、録音状態、雰囲気などに応じ
て再生時の音質が最も良くなるようにいわゆるプロのミキサが推奨するデータである。
【００３１】
１０００バイトのＡＳＤ（オーディオサーチデータ）は、図９（Ａ）に詳しく示すように
１６バイトのジェネラル情報と、８バイトの現在の番号情報と、１６バイトの現在時刻情
報と、８バイトのアルバムセットサーチ情報と、８バイトのアルバムサーチ情報と、４０
４バイトのトラックサーチ情報と、４０８バイトのインデックスサーチ情報と、８０バイ
トのハイライトサーチ情報と、５２バイトの保留エリアにより構成されている。
【００３２】
なお、文字表示時間データはＡＣＤエリアに記録する代わりにＡＳＤエリアに記録するよ
うにしてもよい。すなわち、第１の実施形態の第２の例として、図７（Ｂ）に示すように
ＡＣＤエリアの１６バイトの文字制御データを保留エリアにして４０バイトのエリアを全
て保留エリアとし、代わりに図９（Ｂ）に示すようにＡＳＤエリアの５２バイトの保留エ
リアの１６バイト分を文字表示時間データとして残りの３６バイト分を保留エリアとして
もよい。
【００３３】
なお、図３（ｂ）のＡＣＢＵは、Ａ－ＣＯＮＴパックとＣＯＮＴパックを含んでいるが、
図１０に示すようにＶパックとＣＯＮＴパックは含まないように構成してもよい。この場
合にはビデオ信号は記録されないが、オーディオ信号の記録容量が割り増しになる特徴が
あり、ディスクサイズを小型化することができ、また、再生機能を簡略化することができ
るのでポータブル用の再生装置に適するものを提供することができる。
【００３４】
次に、図１１を参照して本発明に係るＤＶＤ再生装置について説明する。ＤＶＤオーディ
オディスク１には、上記構造のデータがＥＦＭ変調されてピットの形式で記録されている
。操作部１８やリモコン装置１９により曲目選択、再生、早送り、停止操作などが行われ
ると、制御部２３はその操作に応じてドライブ装置２と再生装置１７を制御し、再生時に
はディスク１に記録されたピットデータがドライブ装置２により読み取られた後、ＥＦＭ
復調される。
【００３５】
再生装置１７では、この信号がＣＯＮＴパック検出部３とＡ－ＣＯＮＴパック検出部９に
送られる。ＣＯＮＴパック検出部３はこの再生データ中のＣＯＮＴパックを検出して制御
パラメータをパラメータ部８に設定するとともに、ＣＯＮＴパックにより制御されるＶパ
ックをＶパックバッファ４に順次書き込む。バッファ４に書き込まれたＶパック内のユー
ザデータ（ビデオ信号、サブピクチャ情報）は、取り出し部５によりＶパック内のＳＣＲ
（図５参照）に基づいてパック順に、また、ＣＯＮＴパック内のＰＴＳに基づいて出力時
刻順に取り出され、次いで画像変換部６、Ｄ／Ａ変換部７、ビデオ出力端子１５、１５’
を介してアナログビデオ信号として出力される。これらのブロック３～８はビデオ処理部
１７Ｖを構成し、このビデオ処理部１７Ｖは制御部２３の制御に基づいて内部電源スイッ
チ制御部３０が電源スイッチＳＷをオンにしている場合に動作する。
【００３６】
また、Ａ－ＣＯＮＴパック検出部９は再生データ中のＡ－ＣＯＮＴパックを検出して制御
パラメータをパラメータ部１４に設定するとともに、Ａ－ＣＯＮＴパックにより制御され
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るＡパックをＡパックバッファ１０に順次書き込む。バッファ１０に書き込まれたＡパッ
ク内のユーザデータ（オーディオ信号）は、取り出し部１１によりＳＣＲに基づいてパッ
ク順に、また、Ａ－ＣＯＮＴパック内のオーディオサーチデータＡＳＤの現在時刻（図９
参照）に基づいて出力時刻順に取り出され、次いでＰＣＭ変換部１２、Ｄ／Ａ変換部１３
、オーディオ出力端子１６を介してアナログオーディオ信号として出力される。
【００３７】
また、Ａ－ＣＯＮＴパック中の表示用データ（図７、図８に示すオーディオキャラクタデ
ィスプレイ情報ＡＣＤ）は表示信号生成部２０に送られて表示信号が生成され、この表示
信号は表示信号出力端子２２を介して出力されたり、内蔵の文字表示部２１に出力される
。
【００３８】
図１２は図１１に示す構成を機能的に示すブロック図である。再生手段２は図１１に示す
ドライブ装置２に対応し、再生信号処理分離手段Ａ（９、１０、１１、１４）はＡ－ＣＯ
ＮＴパック検出部９、Ａパックバッファ１０、取り出し部１１及びパラメータ部１４に対
応し、オーディオ信号出力手段（１２、１３）はＰＣＭ変換部１２及びＤ／Ａ変換部１３
に対応している。また、文字情報出力手段２０は表示信号生成部２０に対応し、表示手段
２１は文字表示部２１に対応している。また、再生信号処理分離手段Ｖ（３、４、５、８
）はＣＯＮＴパック検出部３、Ｖパックバッファ４、取り出し部５及びパラメータ部８に
対応し、ビデオ信号手段とサブピクチャ情報手段（６、７）は画像変換部６及びＤ／Ａ変
換部７に対応している。制御手段２３は制御部２３に対応している。
【００３９】
図１２において、制御手段２３は操作部１８やリモコン装置１９から目的の楽曲を再生す
るためのコマンド信号が送られてくると、その再生コマンドに応じたアドレス制御情報信
号を再生手段２に送ることによりディスク１から目的の楽曲を再生する。再生信号処理分
離手段Ａは再生データを分離してＡ－ＣＯＮＴ情報を制御手段２３に送り、オーディオ信
号をオーディオ信号出力手段（１２、１３）に送り、文字情報を文字情報出力手段２０に
送る。再生信号処理分離手段Ｖは再生データを分離してＣＯＮＴ情報を制御手段２３に送
り、ビデオ信号とサブピクチャ情報をそれぞれビデオ信号手段とサブピクチャ情報手段（
６、７）に送る。
【００４０】
また、ＡＭＧＩ（オーディオマネージャインフォメーション）や、ＡＴＳＩ（オーディオ
タイトルセットインフォメーション）の空きエリアや、図６に示すＡ－ＣＯＮＴパックの
ＡＣＤパケット内の保留エリアに対してＴＯＣ情報を追加して記録し、再生装置がこのＴ
ＯＣ情報にアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４Ａに記憶して曲の頭出しを行うことができ
る。このＴＯＣ情報としては、ＣＤのリードインエリアに記録されているものを用いるこ
とができる。
【００４１】
そして、このＴＯＣ情報は再生開始時に読み取られてＴＯＣ情報記憶部１４Ａを構成する
メモリに記憶され、曲又は楽章の頭出し再生が指定されると、このＴＯＣ情報記憶部１４
Ａを参照してディスク１にアクセスする。なお、このＴＯＣ情報はまた、ＡＭＧＩ、ＡＴ
ＳＩ又はＡ－ＣＯＮＴパックに記録するとともに、更に図１２に示すようにディスク１の
最内周部のリードインエリア（図示ＴＯＣ領域１ａ）に追加して記録し、再生開始時には
ＴＯＣ検出手段２４がこのＴＯＣ領域１ａを独立してアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４
Ａに記憶するようにしてもよい。
【００４２】
次に、図１３、図１４を参照してＴＯＣ情報やサーチ情報などの再生制御情報を用いたＡ
－Ｖ同期再生処理を説明する。図１１において、例えば曲又は楽章の頭出し再生が指定さ
れると、その指定位置に対応するＴＯＣ情報を参照し（ステップＳ１）、次いでそのＴＯ
Ｃ情報に基づいてセルとインデックスの場所を計算する（ステップＳ２）。次いでその場
所をサーチし（ステップＳ３）、確認すると図１４に詳しく示すようなＡとＶの同期再生
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を行う（ステップＳ４→Ｓ５）。
【００４３】
図１４において、ＣＯＮＴパックを再生し（ステップＳ１１）、次いでＡ－ＣＯＮＴパッ
クを再生し（ステップＳ１２）、次いでＣＯＮＴパックとＡ－ＣＯＮＴパック内の時刻情
報が同一時刻か否かをチェックする（ステップＳ１３）。そして、同一時刻でない場合に
はＣＯＮＴパックとＡ－ＣＯＮＴパックの両方を±１パック分だけ調整し（ステップＳ１
４）、次いでステップＳ１１、Ｓ１２に戻ってそのＣＯＮＴパックとＡ－ＣＯＮＴパック
を再生する。なお、ステップＳ１４では、ＣＯＮＴパックとＡ－ＣＯＮＴパックの一方を
±１パック分だけ調整して、そのパックを再生するようにしてもよい。
【００４４】
ステップＳ１３においてＣＯＮＴパックとＡ－ＣＯＮＴパック内の時刻情報が同一の場合
に、そのＡ－ＣＯＮＴパックにより制御されるＡパックを再生するとともにＡパックアド
レス（ＳＣＲ情報）を１つインクリメントし（ステップＳ１５）、次いでそのＣＯＮＴパ
ックにより制御されるＶパックを再生するとともにＶパックアドレス（ＳＣＲ情報）を１
つインクリメントする（ステップＳ１６）。次いでそのＡパックの再生が終了したか否か
をチェックし（ステップＳ１７）、終了していない場合にはステップＳ１８に進み、他方
、終了した場合にはステップＳ２０に進む。
【００４５】
ステップＳ１８ではそのＶパックの再生が終了したか否かをチェックし、終了していない
場合にはステップＳ１３に戻り、他方、終了した場合にはステップＳ１９に進む。ステッ
プＳ１９ではそのＣＯＮＴパックにより制御される次のＶパックを再生するとともにＶパ
ックアドレスを１つインクリメントし、ステップＳ１３に戻る。ステップＳ２０ではその
Ａ－ＣＯＮＴパックにより制御される次のＡパックを再生するとともにＡパックアドレス
を１つインクリメントし、次いでＶパックの再生が終了したか否かをチェックし（ステッ
プＳ２１）、終了していない場合にはステップＳ２２に進み、他方、終了した場合にはス
テップＳ２３に進む。
【００４６】
ステップＳ２２ではそのＡ－ＣＯＮＴパックにより制御されるＡパックが最終パックか否
かをチェックし、最終パックでない場合にはステップＳ１６に戻り、他方、最終パックの
場合にはステップＳ１２に戻って次のＡ－ＣＯＮＴパックを再生する。ステップＳ２３で
はそのＣＯＮＴパックにより制御される次のＶパックを再生するとともにＶパックアドレ
スを１つインクリメントし、次いでフレームの終了（ＥＯＦ）が否かをチェックし（ステ
ップＳ２４）、ＥＯＦでない場合にはステップＳ１３に戻り、他方、ＥＯＦの場合にはこ
のＡ－Ｖ同期再生処理を終了する。
【００４７】
次に、図１５を参照して文字表示のための文字情報出力手段２０と、平面マトリクスディ
スプレイ２１’の動作を詳細に説明する。Ａ－ＣＯＮＴパック内の表示時間データは表示
時間デコーダ５１により表示開始時間データと表示終了時間データに分離され、この各デ
ータはスタートコンパレータ５２とエンドコンパレータ５３に印加される。また、Ａ－Ｃ
ＯＮＴパック内の文字データは文字データデコーダ５４により表示用のドットマトリクス
文字データに変換され、このデータはバッファ５５に格納される。
【００４８】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送るとともにディスプレイ５６（２１’）に対して表示オンの制御信号を送る。また、エ
ンドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレスを比較し、一致
した時に表示時間デコーダ５１に対して次の文字時間データを出力するためのタイミング
信号を送るとともにディスプレイ５６（２１’）に対して表示オフの制御信号を送る。
【００４９】
図１６は第１の実施形態の変形例として、図１０に示すようにＶパックとＣＯＮＴパック
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は含まず、ＡパックとＡ－ＣＯＮＴパックのみを含むように構成したディスクを再生する
装置を示し、図１１に示すビデオ処理部１７Ｖが省略されている。また、オーディオ信号
出力手段１２、１３が出力中のＡパックを制御するＡ－ＣＯＮＴパックより前のＡ－ＣＯ
ＮＴパック内のＡＣＤ情報を先読みしてＡＣＤ記憶部１４Ｂに記憶し、また、ＡＣＤ情報
内の文字情報を表示手段２１として平面マトリクスディスプレイ２１’に表示するように
してもよい。
なお、ＣＯＮＴパックがないオーディオディスクでは、図１４の同期は必要としない。
【００５０】
図１７は第１の実施形態の他の変形例として、として、ディスク１の最内周部のリードイ
ンエリア（図示ＴＯＣ領域１ａ）に追加して記録し、再生開始時にはＴＯＣ検出手段２４
がこのＴＯＣ領域１ａを独立してアクセスしてＴＯＣ情報記憶部１４Ａに記憶する再生装
置を示している。また、この構成では、図６に示すＡＣＤパケット内にプロのミキサが推
奨する音質で再生するためのオーディオ再生制御情報が記録されている場合、音質／レベ
ル制御情報出力手段３１と音質／レベル制御処理手段３２を設けてこの制御情報に基づい
て音質／レベルを制御するように構成されている。
また、制御開始時間データと制御終了時間データを用いて図１５のような構成のブロック
で音質／レベル制御情報の時間制御が行われるようにしてもよい。
【００５１】
次に図１８～図２２を参照して第２の実施形態について説明する。図１８は第２の実施形
態としてＤＶＤ－オーディオのフォーマットをＤＶＤ－ビデオのフォーマットと対比して
示す説明図、図１９は図１８のオーディオコンテンツブロックユニット（ＡＣＢＵ）のフ
ォーマットを示す説明図、図２０は図１９のオーディオコンテンツブロックユニットの変
形例を示す説明図、図２１は図１８、図１９のオーディオコントロール（Ａ－ＣＯＮＴ）
パックのフォーマットを詳しく示す説明図、図２２は図１８、図１９のディスプレイ（Ｄ
）パックのフォーマットを詳しく示す説明図、図２３は第２の実施形態のディスク再生装
置としてＤＶＤ再生装置を示すブロック図、図２４は図２３のＤＶＤ再生装置を機能的に
示すブロック図、図２５は第２の実施形態のＡ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明するためのフ
ローチャート、図２６はＤＶＤ再生装置の変形例を示すブロック図、図２７はＤＶＤ再生
装置の他の変形例を示すブロック図である。
【００５２】
ここで、第１の実施形態ではオーディオキャラクタディスプレイ（ＡＣＤ）情報をＡ－Ｃ
ＯＮＴパック内に配置しているが、この第２の実施形態では図１８、図１９に示すように
Ａ－ＣＯＮＴパック、Ａパック、Ｖパックの他に専用のディスプレイ（Ｄ）パックを設け
、このＤパック内に配置している。また、第１の実施形態の図１０に対応してＶパックと
ＣＯＮＴパックは含まないように構成する場合にも図２０に示すように、Ｄパックを設け
てＡＣＤ情報をＤパック内に配置する。
【００５３】
この第２の実施形態のＡ－ＣＯＮＴパックは、図２１に示すように第１の実施形態のＡＣ
Ｄパケット（１００３バイト）のエリアが予備パケットに設定されて１４バイトのパック
ヘッダと、２４バイトのシステムヘッダと、１００３バイトの予備パケットと１００７バ
イトのＡＳＤパケットにより構成される。そして、Ｄパックは図２２に示すように、１４
バイトのパックヘッダと、２４バイトのシステムヘッダと、１００３バイトのＡＣＤ（オ
ーディオキャラクタディスプレイ）パケットと１００７バイトの予備パケットにより構成
される。ここで、Ｄパック内のＡＣＤパケットには図７（Ａ）に示すように文字情報と表
示時間データの両方が配置されるとともに、Ａ－ＣＯＮＴパックのＡＳＤパケットには図
９（Ａ）に示すように表示時間データは配置されない。
【００５４】
この第２の実施形態の再生装置では、ＤパックはＡパックの系列で処理される。すなわち
ＤＶＤビデオ再生装置では、図２３、図２４に示すようにＤパックとＡパックはＡ－ＣＯ
ＮＴパックにより制御されてバッファ１０に格納され、Ｄパックは表示信号信号生成部２
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０、文字表示部２１により処理されて表示される。また、Ｄパックの同期再生処理も図２
５に示すステップＳ１５、Ｓ１７、Ｓ２０のようにパックアドレス毎にインクリメントさ
れてＡパック及びＶパックと同期される。更にＤＶＤオーディオ再生装置においても同様
に、図２６、図２７に示すようにＤパックは表示信号生成部２０、文字表示部２１’によ
り処理されて表示される。
図２７は更にオーディオ再生制御情報が記録されている場合、音質／レベル制御情報出力
手段３１と音質／レベル制御処理手段３２を設けてこの制御情報に基づいて音質／レベル
を制御するように構成されている。
【００５５】
次に第３の実施形態について説明する。この第３の実施形態では第２の実施形態と同様に
Ａ－ＣＯＮＴパックの他にＤパックを設ける。但し、ＤパックのＡＣＤパケットには図７
（Ｂ）に示すように文字情報は配置されるが表示時間データは配置されず、この表示時間
データは図９（Ｂ）に示すようにＡ－ＣＯＮＴパックのＡＳＤパケットに配置される。
【００５６】
次に第４の実施形態について説明する。この第４の実施形態では第２の実施形態と同様に
Ａ－ＣＯＮＴパックの他にＤパックを設ける。そして、Ｄパック内のＡＣＤパケットには
図７（Ａ）に示すように文字情報と、表示開始アドレスと表示終了アドレスより成る１６
バイトの表示時間データが配置されるとともに、Ａ－ＣＯＮＴパックのＡＳＤパケットに
は表示時間データ以外の統括表示制御データが配置される。
【００５７】
ここで、図９（Ｂ）を参照すると、Ａ－ＣＯＮＴパックのＡＳＤパケットは同じく１６バ
イトの表示時間データエリアと３６バイトの保留エリア（合計５２バイト）を有する。そ
こで、この第４の実施形態ではＡＳＤパケットに対して最大５２バイトの統括表示制御デ
ータが配置され、一例として図１５に示すディスプレイ５６（２１’）より画素数が大き
な表示装置に表示するために、２×８個の文字情報を合成して表示するための表示制御デ
ータとして８バイトの表示開始アドレス（ＡＣＤの表示開始アドレスに応じたアドレス）
と、同じく８バイトの分割数データが配置される。
【００５８】
図２８はこの第４の実施形態のフォーマットの文字を表示するための文字表示回路を示し
、表示時間デコーダ５１、スタートコンパレータ５２、エンドコンパレータ５３、文字デ
コーダ５４、バッファ５５及びディスプレイ５６は図１５と同一の構成である。ここで、
バッファ５５及びディスプレイ５６は図８に示すように、１行当たり全角１５文字（半角
３１文字）×２．５行の文字を表示可能に構成され、これを１セットとする。そして、ビ
デオ・ディスプレイプロセッサ５９内のＶ－ＲＡＭ５９ａは図２９に示すように２×８セ
ット分の文字情報を記憶可能な容量を有する。
【００５９】
図２８に示す文字表示装置は、１セットの文字情報をディスプレイ５６に表示する通常モ
ードと、２×８セットの文字情報を外部出力端子１５”を介して外部の不図示の表示装置
に表示させる特殊モードを有し、通常モードの動作は図１５と略同一である。まず、すな
わち、通常モード時にはＤパック内の表示時間データが表示時間デコーダ５１により表示
開始時間データと表示終了時間データに分離され、この各データはスタートコンパレータ
５２とエンドコンパレータ５３に印加される。また、Ｄパック内の文字データは文字デー
タデコーダ５４により表示用のドットマトリクス文字データに変換され、このデータがバ
ッファ５５に格納される。
【００６０】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送るとともにディスプレイ５６（２１’）に対して表示オンの制御信号を送る。また、エ
ンドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレスを比較し、一致
した時に表示時間デコーダ５１に対して次の表示時間データを出力するためのタイミング
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信号を送るとともにディスプレイ５６（２１’）に対して表示オフの制御信号を送る。
【００６１】
他方、特殊モード時にはＤパック内の表示時間データが表示時間デコーダ５１により表示
開始時間データと表示終了時間データに分離され、この各データはスタートコンパレータ
５２とエンドコンパレータ５３に印加されるとともに、ＣＰＵ６０にも印加される。また
、Ｄパック内の文字データは文字データデコーダ５４により表示用のドットマトリクス文
字データに変換され、このデータがバッファ５５に格納される。更に、Ａ－ＣＯＮＴパッ
ク内の表示開始アドレス（ＡＣＤの表示開始アドレスに応じたアドレス）と分割数データ
は統括表示制御データデコーダ５８によりデコードされてＣＰＵ６０に印加される。
【００６２】
そして、スタートコンパレータ５２は表示開始時間データと再生中のＡパックアドレスを
比較し、一致した時にバッファ５５に対してドットマトリクスの読み出し開始制御信号を
送り、また、エンドコンパレータ５３は表示終了時間データと再生中のＡパックアドレス
を比較し、一致した時に表示時間デコーダ５１に対して次のセットの表示時間データを出
力するためのタイミング信号を送る。
【００６３】
そして、ＣＰＵ６０は統括表示制御データデコーダ５８によりデコードされた各セットの
表示開始アドレスと分割数データに基づいて、表示時間デコーダ５１によりデコードされ
た各セットの表示開始時間データをチェックし、一致した時にディスプレイプロセッサ５
９内のＶ－ＲＡＭ５９ａに対して１セット分の書き込みアドレスを指定する。
【００６４】
これにより、バッファ５５から読み出された１セット分のドットマトリクスデータは、ビ
デオ・ディスプレイプロセッサ５９内のＶ－ＲＡＭ５９ａに対して、ＣＰＵ６０により表
示開始アドレスと分割数データに基づいて指定されたアドレスに書き込まれ、以下同様に
して１６セット分のドットマトリクスデータがＶ－ＲＡＭ５９ａに書き込まれる。ビデオ
・ディスプレイプロセッサ５９はこの１６セット分のドットマトリクスデータを１画面の
ビデオ信号に展開し、このビデオ信号が外部出力端子１５”を介して外部の不図示の表示
装置に出力される。
【００６５】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、オーディオパックを管理する情報を含む管理パック
内にオーディオデータに関する文字情報とその表示時間を制御する表示時間制御データを
配置し 楽ソースなどのオーディオデータを主として記録 それ
ら 容を示す文字情報を効率的に 表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に適用されるオーディオ信号のエンコード装置の一実施形態を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１の信号処理回路を詳細に示すブロック図である。
【図３】ＤＶＤ－ビデオのフォーマットと、本発明に適用されるディスクの一実施形態と
してＤＶＤ－オーディオのフォーマットを示す説明図である。
【図４】図３のオーディオコンテンツブロックユニット（ＡＣＢＵ）のフォーマットを示
す説明図である。
【図５】図４のオーディオパックとビデオパックのフォーマットを詳しく示す説明図であ
る。
【図６】図４のオーディオコントロール（Ａ－ＣＯＮＴ）パックのフォーマットを詳しく
示す説明図である。
【図７】図６のオーディオキャラクタディスプレイ（ＡＣＤ）エリアのフォーマットを詳
しく示す説明図である。
【図８】図７のネームスペース情報により表示される例を示す説明図である。
【図９】図６のオーディオサーチデータ（ＡＳＤ）エリアのフォーマットを詳しく示す説
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明図である。
【図１０】図４のオーディオコンテンツブロックユニットの変形例を示す説明図である。
【図１１】本発明に適用されるディスク再生装置の一実施形態としてＤＶＤ再生装置を示
すブロック図である。
【図１２】図１１のＤＶＤ再生装置を機能的に示すブロック図である。
【図１３】Ａ－Ｖ同期再生処理を説明するためのフローチャートである。
【図１４】Ａ－Ｖ同期再生処理を説明するためのフローチャートである。
【図１５】図１１及び図１２の文字表示回路を詳細に示すブロック図である。
【図１６】図１３のＤＶＤ再生装置の変形例を示すブロック図である。
【図１７】図１３のＤＶＤ再生装置の他の変形例を示すブロック図である。
【図１８】第２の実施形態としてＤＶＤ－オーディオのフォーマットを示す説明図である
。
【図１９】図１８のオーディオコンテンツブロックユニット（ＡＣＢＵ）のフォーマット
を示す説明図である。
【図２０】図１９のオーディオコンテンツブロックユニットの変形例を示す説明図である
。
【図２１】図１８、図１９のオーディオコントロール（Ａ－ＣＯＮＴ）パックのフォーマ
ットを詳しく示す説明図である。
【図２２】図１８、図１９のディスプレイ（Ｄ）パックのフォーマットを詳しく示す説明
図である。
【図２３】第２の実施形態のディスク再生装置としてＤＶＤ再生装置を示すブロック図で
ある。
【図２４】図２３のＤＶＤ再生装置を機能的に示すブロック図である。
【図２５】第２の実施形態のＡ－Ｖ－Ｄ同期再生処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【図２６】第２の実施形態のＤＶＤ再生装置の変形例を示すブロック図である。
【図２７】第２の実施形態のＤＶＤ再生装置の他の変形例を示すブロック図である。
【図２８】第４の実施形態の文字表示回路を詳細に示すブロック図である。
【図２９】図２８のＶ－ＲＡＭの記録エリアを示す説明図である。
【符号の説明】
１　ディスク
２　再生手段（ドライブ装置）
３４　ＤＶＤ符号化回路（符号化手段）
５１　表示時間デコーダ（第２のデコード手段）
５２　スタートコンパレータ
５３　エンドコンパレータ
５４　文字データデコーダ（第１のデコード手段）
５５　バッファ
５６　ディスプレイ（スタートコンパレータ５２、エンドコンパレータ５３、バッファ５
５と共に文字情報表示手段を構成する）
５８　統括表示制御データデコーダ（第２のデコード手段）
５９　ビデオ・ディスプレイプロセッサ（ＣＰＵ６０と共に文字情報表示手段を構成する
）
６０　ＣＰＵ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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